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土壌侵食プロット内において土壌中の 137Cs深度分布を調べ、土砂移動との関係を考察した。土砂移動量が

大きい斜面で未撹乱の土壌に比べて重量緩衝深度が大きかったことから、土砂移動によって 137Csの下方浸

透および空間線量率の低下が促進されたと考えられた。 
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1. 緒言 

斜面では雨滴による表層土壌の剥離や表面流による土砂の輸送・堆積といった土砂移動現象によって、137Cs

の深度分布が変化することが報告されている。137Cs深度分布の変化は空間線量率に影響を与える可能性が

あるため、定量的な評価が必要である。しかし、こうした土砂移動を経験した斜面における 137Cs深度分布

および空間線量率の変化はあまり調べられていない。本研究では、土壌侵食プロットの観測により土砂移

動量が既知である斜面において土壌中の 137Cs深度分布を調べ、土砂移動との関係を考察した。 

2. 調査方法 

調査対象としたのは福島県伊達郡川俣町内の山木屋地区に設置された土壌侵食プロット（未耕作畑 A、

未耕作畑 B、耕作畑 A、耕作畑 B、草地 A、草地 B、草地 C）である。畑 A1では侵食・堆積状況に応じて

9 地点、畑 A2・畑 B2 では、それぞれ斜面上部・中部・下部の畝上・畝下の 6 地点ずつ、畑 B1・草地 A、

草地 B、草地 Cでは 3地点で、15 cm×30 cmのスクレーパープレートを用いて 30 cm深までの土壌を層別

に採取し、各深度の 137Cs濃度を測定した。137Cs濃度の深度分布に基づいて 137Csインベントリー（Bq m-2）

を算出するとともに Saito and Jacob (1998)の換算係数を用いて実効的な重量緩衝深度 βeff (g cm-2)を算出した。 

3. 結果および考察 

未耕作畑 A、未耕作畑では、斜面上部では 137Cs濃度が深さとともに指数関数的に減少する分布が見られた

が、斜面中部及び下部では、137Csインベントリーが大きく深部に 137Cs濃度ピークをもつ形状が見られた。

耕作畑 A、耕作畑 Bでは、耕作深（15 cm深）までほぼ均一な 137Cs濃度が見られた。草地では、地点間の

ばらつきが大きいものの、137Cs濃度は概ね指数関数的な深度分布を示した。βeffの平均値は未耕作畑 A、未

耕作畑 B、耕作畑 A、耕作畑 B、草地 A、草地 B、草地 Cでそれぞれ 1.77、1.77、5.20、5.16、0.55、0.64、

1.73 g cm-2であった。Takahashi t al. (2015)に示される 137Cs深度分布データを基に算出した、未耕作畑 A・

耕作畑 B周辺の未撹乱土壌の βeff平均値は 0.88、0.86 g cm-2であった。このことから、未耕作畑では侵食に

ともなう表層土壌の流去や堆積によって、137Cs下方移動が見かけ上促進され、空間線量率の低下が促進さ

れることが示唆された。 
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